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新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
本
土

地
改
良
区
の
運
営
に
際
し
、
日
頃
よ
り
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

始
め
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
つ
い
て
は
、
既
に
足
掛
け
３
年
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
未
だ
終
息
に
は
至

ら
な
い
な
か
今
日
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、
幸
い
農
業
従
事

に
お
い
て
差
し
迫
っ
た
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
特
に
業
務
用
を
中
心
に
需
要
が
低

迷
し
、
昨
年
は
大
幅
な
米
価
の
下
落
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
の
臨
時
総
代
会
で
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
コ
メ
危
機
の
改
善
を
求
め
る

決
議
」
が
動
議
と
し
て
提
案
さ
れ
、
可
決

決
定
し
政
府
関
係
機
関
に
送
付
し
た
こ
と

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
11
月
の
総
代
改
選
に
続
き
、

12
月
に
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
挙
が
執

行
さ
れ
、
無
投
票
に
よ
り
新
た
に
理
事
・

監
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
12
月

23
日
に
、
理
事
の
互
選
に
よ
り
私
が
引
き

続
き
理
事
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
印
旛
沼
地
域
の
農
業
農
村
の

発
展
の
た
め
、
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠

心
誠
意
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す

の
で
、
皆
様
の
一
層
の
ご
指
導
ご
協
力
の

程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
土
地
改
良
法
の
改
正
に
伴
い
、
総

代
会
制
度
ほ
か
順
次
、
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
令
和
４
年
度
よ
り
土
地
改
良
区
の

会
計
制
度
が
、
複
式
簿
記
を
伴
っ
た
事
務

処
理
に
よ
り
、
貸
借
対
照
表
ほ
か
新
た
な

決
算
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
先

の
通
常
総
代
会
を
通
じ
関
係
す
る
規
定
や

新
た
な
会
計
細
則
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
営
印
旛
沼
二
期
事
業
は
、
総
事
業
費

４
３
５
億
円
、
令
和
６
年
度
を
工
期
と
し
、

今
後
の
埜
原
ブ
ロ
ッ
ク
や
一
本
松
ブ
ロ
ッ

ク
を
残
し
工
期
の
終
盤
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
工
事
を
進
め
る
に
お

い
て
、
地
質
条
件
や
地
下
水
位
の
関
係
か

ら
仮
設
工
法
等
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り

工
事
費
が
増
嵩
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
不
要
施
設
の
撤
去
範
囲
の
見

直
し
、
気
象
変
動
に
よ
る
水
害
リ
ス
ク
に

適
応
し
た
施
設
整
備
の
追
加
、
特
定
外
来

種
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
に
よ
る
排
水

機
場
の
支
障
に
よ
る
除
塵
機
設
置
等
の
対

応
策
な
ど
、
近
年
の
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
即
応
す
る
た
め
、
事
業
計
画
の
変
更

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

組
合
員
皆

様
に
は
、
令
和
６
年
に
同
意
徴
集
手
続
き

を
お
願
い
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
、
地
元
意
見
を
踏
ま
え
事
業
計
画
の
見

直
し
案
の
検
討
を
十
分
行
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

印
旛
沼
地
域
に
と
っ
て
は
、
こ
の
国
営

事
業
を
契
機
に
関
連
事
業
と
し
て
基
盤
整

備
を
進
め
る
に
併
せ
、
生
産
コ
ス
ト
低
減

技
術
の
適
用
な
ど
図
っ
て
行
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

い
ず
れ
の
地
域
で
も

担
い
手
問
題
は
差
し
迫
っ
て
お
り
、
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、

農
地
中
間
管
理
事
業
に
関
連
す
る
基
盤
整

備
事
業
が
必
要
で
あ
り
、
改
良
区
と
し
て

も
そ
の
推
進
の
一
役
を
担
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
台
風
や
地
震
災
害
な

ど
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
順
調
に
生
育

が
進
み
、
稔
の
秋
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
加
え
て
皆
様
の
更
な
る

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理 

事 

長 

あ 

い 

さ 

つ
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令
和
４
年
3
月
29
日
、
通
常
総
代
会
が
本
区
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
現
員
数
61
名
よ
り
60
名
（
書
面
議
決
書
提
出
６
名
）
の
出
席
を
得
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
会
議

規
模
の
縮
小
、
時
間
短
縮
ほ
か
考
慮
し
午
前
９
時
に
開
会
し
ま
し
た
。

　
来
賓
に
、
国
営
二
期
事
業
所
長
、
印
旛
農
業
事
務
所
長
、
水
資
源
機
構
千
葉
用
水
総
合
管
理
所
長
が

臨
席
さ
れ
、
事
業
の
進
捗
状
況
ほ
か
含
め
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
　

　
議
長
に
は
印
西
市
選
出
の
富
井
康
夫
総
代
が
選
出
さ
れ
、
規
約
の
改
正
、
新
た
な
会
計
細
則
の
設
定
、

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
案
等
全
12
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
全
案
可
決
決
定
さ
れ

ま
し
た 令

和
４
年
３
月

令
和
４
年
３
月  

通
常
総
代
会
開
催

通
常
総
代
会
開
催

新
年
度
予
算
、会
計
細
則
の
設
定
ほ
か

新
年
度
予
算
、会
計
細
則
の
設
定
ほ
か

　　　　　　全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

　　　　　　全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

新
役
員
紹
介

新
役
員
紹
介

＜

通
常
総
代
会
提
出
議
案＞

第
１
号
　
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
２
号
　
新
た
な
会
計
細
則
の
設
定
に
つ
い
て

第
３
号
　
令
和
３
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

第
４
号
　
令
和
３
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

第
５
号
　�

令
和
４
年
度 

賦
課
金
の
賦
課
徴
収
の
時
期
及
び
方
法
に
つ

い
て

第
６
号
　 

令
和
４
年
度 

総
代
・
役
員
・
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
つ
い
て

第
７
号
　
令
和
４
年
度 

一
般
会
計
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

第
８
号
　
令
和
４
年
度 

農
林
漁
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

第
９
号
　 

組
合
費
及
び
負
担
金
、
分
担
金
、
加
入
金
等
の
随
時
賦
課

徴
収
に
つ
い
て

第
10
号
　�

金
銭
の
運
用
方
法
及
び
預
け
入
れ
金
融
機
関
に
つ
い
て

第
11
号
　
一
時
借
入
に
つ
い
て

第
12
号
　
事
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

理事長
長谷川邦彦

副理事長
竹内　　誠

代表監事
須藤　賢一

新
た
な
執
行
体
制
が
ス
タ
ー
ト
！

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
挙
は
、
令
和
3
年
12
月
8
日
臨
時
総
代
会
に
於
い
て
、
無
投
票
に
よ
り
左
表
の

と
お
り
確
定
し
ま
し
た
。
続
く
12
月
23
日
新
理
事
会
・
監
事
会
を
開
催
し
、
正
副
理
事
長
及
び
代
表
監
事
を

互
選
、
こ
の
他
各
委
員
会
等
の
配
属
を
決
定
し
ま
し
た
。

理
　
　
　
事
（
定
数
16
名
）

第
一
被
選
挙
区

印
西
市

木
　
村
　
正
　
博

印
西
市
松
崎

小
　
川
　
利
　
彦

印
西
市
笠
神

清
　
水
　
眞
　
市

印
西
市
将
監

小
　
倉
　
正
　
美

印
西
市
下
井

豊
　
田
　
光
　
弘

印
西
市
平
賀

第
二
被
選
挙
区

栄
　
町

芝
　
野
　
　
　
茂

栄
町
安
食

長
谷
川
　
邦
　
彦

栄
町
四
箇

第
三
被
選
挙
区

成
田
市

秦
　
野
　
弘
　
之

成
田
市
下
方

内
　
山
　
良
　
一

成
田
市
台
方

第
四
被
選
挙
区

酒
々
井
町
・
富
里
市

綿
　
貫
　
　
　
清

酒
々
井
町
上
岩
橋

第
五
被
選
挙
区

佐
倉
市
・
四
街
道
市
・
千
葉
市
・
八
街
市

岡
　
本
　
　
　
隆

佐
倉
市
宮
前

長
　
澤
　
信
　
夫

佐
倉
市
六
崎

土
　
屋
　
勝
　
弘

佐
倉
市
飯
塚

粟
飯
原
　
　
　
廣

四
街
道
市
萱
橋

第
六
被
選
挙
区

八
千
代
市

竹
　
内
　
　
　
誠

八
千
代
市
村
上
南

第
七
被
選
挙
区

船
橋
市
・
白
井
市

武
　
藤
　
英
　
夫

船
橋
市
小
室
町

監
　
　
　
事
（
定
数
４
名
）

第
一
～
第
三
被
選
挙
区

須
　
藤
　
賢
　
一

印
西
市
吉
高

古
　
関
　
　
　
修

成
田
市
台
方

第
四
～
第
七
被
選
挙
区

富
　
彌
　
新
　
一

八
街
市
根
古
谷

石
　
井
　
敏
　
雄

八
千
代
市
桑
納

理
事
長

理
事
長
　
長
谷
川
邦
彦

　
長
谷
川
邦
彦

副
理
事
長

副
理
事
長
　
竹
内
　
　
誠

　
竹
内
　
　
誠

代
表
監
事

代
表
監
事
　
須
藤
　
賢
一

　
須
藤
　
賢
一
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　「
然
る
に
我
々
の
先
祖
が
、
幾
度

も
失
敗
し
た
原
因
は
な
ん
で
し
ょ

う
か
。
何
れ
も
民
間
企
業
家
又
は

お
上
の
事
業
で
あ
り
、
我
々
農
民

が
積
極
的
に
自
ら
の
計
画
を
も
っ

て
、
完
成
に
協
力
し
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
今
や

祖
先
か
ら
の
夢
と
先
覚
者
有
志
の

悲
願
を
実
現
す
る
た
め
の
唯
一
最

高
の
も
の
は
、
地
元
農
民
の
全
部

が
参
加
し
て
組
織
し
た
土
地
改
良

区
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。」

　
昭
和
二
七
年
の
印
旛
沼
土
地
改

良
区
の
設
立
趣
意
書
の
抜
粋
で

す
。
江
戸
時
代
の
亨
保
、
天
明
、

天
保
の
三
回
の
挫
折
等
を
乗
り
越

え
印
旛
沼
農
業
の
礎
を
築
い
て
い

こ
う
と
い
う
熱
気
が
感
じ
ら
れ

る
、
私
の
大
好
き
な
一
節
で
す
。

　
平
成
二
十
二
年
に
は
じ
ま
っ
た

国
営
印
旛
沼
二
期
農
業
水
利
事
業

で
は
、
こ
の
先
達
の
想
い
を
受
け

継
い
で
、
優
良
な
食
料
基
盤
を
次

代
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
事
業
所

職
員
一
同
、
日
々
、
努
力
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
白
山
甚
兵

衛
、
宗
吾
北
、
宗
吾
西
、
吉
高
各

地
区
の
通
水
を
開
始
し
、
現
在
、

埜
原
、
一
本
松
各
地
区
の
通
水
に

向
け
て
、
工
事
の
進
捗
を
図
っ
て

い
ま
す
。
我
々
の
仕
事
の
基
本
は

「
現
場
」
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

皆
様
の
声
を
事
業
に
反
映
さ
せ
る

べ
く
、
改
良
区
事
務
局
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
当

事
業
所
の
進
め
て
い
る
取
組
に
つ

い
て
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
第
一
は
、
計
画
変
更
に
つ
い
て

で
す
。
平
成
二
十
二
年
の
事
業
着

関
東
農
政
局

印
旛
沼
二
期
農
業
水
利
事
業
所

所
　
長
　
田  

中
　
卓  

二

工
時
点
の
総
事
業
費
か
ら
十
％
以

上
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
土
地

改
良
法
に
基
づ
く
計
画
変
更
の
手

続
き
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
計
画
変
更
の
内
容
は
、
①
総

事
業
費
四
三
五
億
円
（
令
和
三
年

度
時
点
）
の
増
額
、
②
事
業
工
期

（
～
令
和
六
年
度)

の
延
長
③
機
場

の
耐
水
化
対
策
、
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ

ゲ
イ
ト
ウ
対
策
、
除
塵
対
策
等
の

新
た
な
対
策
の
追
加
等
を
行
う
も

の
で
す
。
三
月
に
開
催
さ
れ
た
印

旛
沼
地
区
農
業
農
村
整
備
事
業
推

進
協
議
会
（
会
長
：
西
田
佐
倉
市

長
）
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
当
地

区
の
計
画
変
更
の
着
手
に
つ
い
て

賛
成
一
四
名
、
反
対
〇
名
に
よ
り

可
決
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
改
良
区
の
理
事
会
・
総
代
会

で
の
説
明
と
あ
わ
せ
、
推
進
協
議

会
に
お
い
て
、
変
更
総
事
業
費
の

概
算
額
や
地
元
負
担
額
の
見
込
み

を
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
年

度
中
に
変
更
事
業
計
画
を
概
定
、

令
和
五
年
に
本
省
計
画
変
更
委
員

会
に
諮
問
、
令
和
六
年
に
変
更
計

画
の
同
意
徴
集
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
必
要
性

を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
第
二
は
、
事
業
の
計
画
的
な
進

捗
で
す
。
令
和
三
年
度
補
正
で
五

億
一
千
万
円
、
令
和
四
年
度
予
算

で
二
一
億
八
千
二
百
万
円
を
確
保

し
、
埜
原
、
一
本
松
、
吉
高
地
区

で
工
事
の
進
捗
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。
特
に
、
埜
原
地
区
で
は
、
令

和
六
年
春
の
埜
原
地
区
一
次
通
水

に
向
け
て
、
必
要
な
工
事
・
協
議

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
第
三
は
、
宗
吾
北
地
区
等
に
お

け
る
配
水
不
足
へ
の
対
応
で
す
。

昨
年
、
外
部
の
有
識
者
と
し
て
農

研
機
構
を
招
き
、
ポ
ン
プ
メ
ー
カ

ー
、
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
改

良
区
と
共
同
で
、
流
量
観
測
や
水

理
計
算
等
の
原
因
究
明
を
試
み
た

も
の
の
、
要
因
の
特
定
に
は
至
ら

ず
、
今
年
、
性
能
低
下
に
関
す
る

状
況
把
握
や
過
剰
分
水
が
な
い
か

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
予
定

で
す
。
関
係
す
る
皆
様
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
二
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
世

界
の
食
料
安
全
保
障
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
三
月
に

開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
臨
時
農
業
大
臣

会
合
で
、
金
子
農
林
水
産
大
臣

は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
を
強
く

非
難
す
る
と
と
も
に
、
世
界
第
四

位
の
小
麦
供
給
国
で
あ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
の
穀
物
等
の
輸
出
停
滞

に
よ
る
食
料
安
全
保
障
の
危
機
の

回
避
に
向
け
て
、
世
界
の
す
べ
て

の
国
々
、
関
係
国
際
機
関
が
協
働

す
る
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
世
界
の
食
料
安
全
保
障

が
脅
か
さ
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
本
地
区
を
は
じ
め
と
し
た
我

が
国
の
食
料
基
盤
整
備
の
重
要
性

が
増
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
た
び
、
農
林
水
産

省
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
「
ニ
キ
く
ん
の
空
の
旅
～
六

機
場
め
ぐ
り
～
」
を
公
開
し
ま
し

た
。
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
本
地

区
の
進
捗
状
況
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

h
ttps://y

ou
tu
.b
e/9O

pH
X
v
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結
び
に
、
長
谷
川
理
事
長
を
は

じ
め
と
す
る
印
旛
沼
土
地
改
良
区

の
皆
様
の
本
事
業
に
対
す
る
ご
支

援
に
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　酒直水門は印旛沼開発事業により、それまで天然の湖沼であった印旛沼

を、水位管理のできる調整池として活用するための水位調節水門として昭

和41年に完成しました。

　印旛沼（調整池）の洪水時には沼の水位を低下させるため、水資源機構

の管理する酒直水門や印旛・大和田機場によって洪水排水を行います。

　このように、沼の洪水排水を行う酒直水門の洪水吐ゲートは非常に重要

な施設ですが、完成より55年を経過し扉体などの不具合や万一の稼働停

止などが懸念されますが、常時水没しているため目視確認が不可能です。

　このことから、今回、洪水吐ゲート部に角落しを設置し、扉体を全開さ

せ点検が行われましたが、水資源機構千葉用水総合管理所より声をかけて

頂き、土地改良区職員も見学会として参加しました。 水機構職員に案内さ

れ直に目視してみると、腐食の発生や水密ゴム等の劣化が著しく、改めて

計画的な整備が必要と思われました。

　これまでポンプ場の更新等から、不要

となり撤去した高濃度PCBを含む古い

変圧器やコンデンサ類は、法律から土地

改良区で厳格に適正保管してきました。

　処分にあたり、保管状況など毎年報告

し、専門事業体に事前に登録してきまし

たが、昨年８月に収集運搬などの補助制

度や処分費用の軽減措置を活用し、約

30体の処分が完了しました。

高濃度PCB廃棄物の
処分の実施（令和３年８月）

酒直水門ゲート点検見学会
水資源機構管理施設 酒直機場・水門にて （令和４年２月）

洪水・調整・舟通の各水門からなる酒直水門施設洪水・調整・舟通の各水門からなる酒直水門施設

水門扉体の劣化状況を水門扉体の劣化状況を
目視確認！目視確認！

専用保管庫の不要コンデンサなど専用保管庫の不要コンデンサなど

許可業者の搬出状況！許可業者の搬出状況！
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印
旛
沼
土
地
改
良
区
組
合
員
の

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
印
旛
沼

地
区
の
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推

進
を
は
じ
め
と
し
た
本
県
の
農
業

振
興
へ
の
ご
理
解
、
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
け

る
県
内
で
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
の
様
々
な
活
動
自
粛
等
へ
の
ご

協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
印
旛
沼
地
区
は
、
成
田
市
、
佐

倉
市
等
４
市
２
町
に
跨
る
約
５
，

０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
稲
作
地
帯

で
あ
り
ま
す
が
、
用
排
水
施
設
の

老
朽
化
に
よ
る
機
能
低
下
が
問
題

に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成

22
年
度
よ
り
「
国
営
印
旛
沼
二
期

農
業
水
利
事
業
」
と
し
て
施
設
の

更
新
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
事
業
で
整
備
さ
れ
た
機

場
は
県
が
管
理
を
受
託
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
地
域
の
用
排
水
を
担
う
重
要
な

施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

皆
様
が
安
心
し
て
営
農
が
で
き
る

よ
う
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　
な
お
、
国
営
事
業
で
整
備
さ
れ

た
先
の
末
端
施
設
に
つ
い
て
は
県

営
事
業
や
団
体
営
事
業
で
整
備
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
は

埜
原
地
区
（
印
西
市
）
と
印
旛
沼

Ⅲ
期
地
区
（
成
田
市
・
栄
町
）
の

２
地
区
で
県
営
事
業
が
実
施
中
で

す
。
令
和
３
年
度
の
埜
原
地
区
で

は
排
水
路
の
実
施
設
計
、
印
旛
沼

Ⅲ
期
地
区
で
は
導
水
路
等
の
工
事

　
陽
春
の
候
、
印
旛
沼
土
地
改
良

区
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
４
月
１
日
付
け
で
宮

下
前
所
長
の
後
任
と
し
て
、
水
資

源
機
構
千
葉
用
水
総
合
管
理
所
長

を
拝
命
し
ま
し
た
小
栗
で
ご
ざ
い

ま
す
。
前
任
地
で
は
、
本
社
技
術

管
理
室
技
術
管
理
課
長
と
し
て
、

機
構
の
技
術
力
の
維
持
向
上
に
係

る
各
種
取
組
と
合
わ
せ
て
、
土
木

職
の
人
事
・
採
用
を
担
当
し
て
お

り
ま
し
た
。
本
地
域
へ
の
赴
任
は

初
め
て
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
本
社
勤
務
期
間
中
に
も
、
会

議
・
打
合
せ
等
で
千
葉
総
管
や
印

旛
沼
地
域
を
訪
問
す
る
機
会
は
何

度
か
ご
ざ
い
ま
し
た
。
若
輩
者
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
活
か
し
職
員
一
丸
と
な
っ
て

印
旛
沼
の
水
利
用
と
内
水
排
除
、

環
境
・
水
質
保
全
等
に
万
全
を
期

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
水
資
源
機
構
は
令
和
４
年
度

で
、
改
称
前
の
水
資
源
開
発
公
団

設
立
（
昭
和
37
年
５
月
）
か
ら
数

え
て
60
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
水
を
必
要

と
す
る
地
域
や
水
源
地
域
の
皆
様

の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
60
年
に
渡

っ
て
水
資
源
開
発
施
設
の
建
設
・

管
理
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
改
め
て
関
係
者
の

皆
様
に
感
謝
の
意
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
安
定
的
に
水
を
供
給
す
る

と
い
う
機
構
の
使
命
に
つ
い
て
社

会
か
ら
の
理
解
・
共
感
の
一
層
の

醸
成
を
図
る
機
会
と
と
ら
え
、
60

年
記
念
事
業
と
し
て
の
広
報
活
動

等
に
つ
い
て
も
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

千
葉
県
印
旛
農
業
事
務
所

所
　
長
　
小  

野
　
　  

勉 

独
立
行
政
法
人
　

水
資
源
機
構

千
葉
用
水
総
合
管
理
所

所
　
長
　
小  

栗
　
幸  

樹

　
一
方
で
、
印
旛
沼
開
発
事
業
は

公
団
設
立
後
間
も
な
い
昭
和
38
年

10
月
に
事
業
承
継
し
昭
和
44
年
３

月
に
事
業
完
了
し
て
以
来
、
半
世

紀
を
越
え
て
洪
水
被
害
の
解
消
と

と
も
に
、
農
業
用
水
、
水
道
用
水

並
び
に
工
業
用
水
の
水
瓶
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
地
域
発

展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
印

旛
沼
開
発
の
歩
み
は
水
機
構
の
歩

み
で
も
あ
り
、
本
地
域
で
業
務
に

携
わ
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
近
年

は
全
国
的
に
水
害
が
頻
発
し
て
お

り
、
今
後
も
気
候
変
動
に
よ
る
降

雨
量
の
増
大
や
水
害
の
激
甚
化
・

頻
発
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
状
況

で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
元

年
の
豪
雨
被
害
を
教
訓
と
し
て
、

令
和
２
年
度
か
ら
印
旛
沼
の
予
備

排
水
開
始
の
基
準
と
な
る
予
測
総

雨
量
を
１
５
０
ｍｍ
か
ら
１
０
０
ｍｍ

に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
、
予
備

排
水
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
令
和
２
年
度
は
３

回
、
令
和
３
年
度
は
７
回
の
予
備

排
水
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
概
ね

洪
水
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
県
に
よ
る
長
門
川
の
嵩
上

げ
工
事
も
実
施
さ
れ
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
機
構
と
し

ま
し
て
は
、
降
雨
予
測
に
基
づ
く

予
備
排
水
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
協

力
の
下
、
緊
張
感
を
も
っ
て
的
確

に
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
進
歩
に
よ
る
降
雨
予

測
や
排
水
予
測
な
ど
の
新
た
な
科

学
的
知
見
も
活
用
し
つ
つ
、
施
設

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
４
月
が
少
雨
傾
向

と
な
る
年
も
多
く
、
印
旛
沼
の
水

位
が
ま
だ
低
い
４
月
は
、
利
根
川

の
流
況
が
悪
化
し
た
際
に
は
代
か

き
期
の
需
要
集
中
と
と
も
に
沼
の

水
位
が
急
激
に
水
位
低
下
す
る
ケ

ー
ス
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
渇
水
リ
ス
ク

に
対
し
て
は
、
印
旛
沼
の
渇
水
時

の
調
整
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
今
後
、

県
、
関
係
利
水
者
と
協
議
し
な
が

ら
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
土
地
改
良
区

の
皆
様
に
も
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
と
な

り
ま
す
が
、
印
旛
沼
開
発
事
業
完

了
以
来
55
年
に
渡
っ
て
印
旛
沼
の

水
位
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
要
を
担
っ

て
い
る
『
酒
直
水
門
』
の
ゲ
ー
ト

点
検
見
学
会
を
令
和
４
年
２
月
18

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
常

時
水
没
し
て
い
る
洪
水
吐
ゲ
ー
ト

を
水
上
に
吊
り
上
げ
て
、
こ
れ
ま

で
未
更
新
で
あ
る
扉
体
の
劣
化
状

況
や
ロ
ー
ラ
ー
類
の
点
検
を
実
施

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、

関
係
機
関
か
ら
28
名
の
方
々
に
見

学
会
に
ご
参
加
頂
き
、
施
設
の
状

況
等
を
ご
確
認
頂
き
ま
し
た
。
幸

い
緊
急
的
な
対
策
を
要
す
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
水

密
ゴ
ム
等
の
劣
化
の
進
行
は
見
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、
適
時

適
切
な
定
期
点
検
や
機
能
診
断
、

計
画
的
な
整
備
の
検
討
を
行
い
つ

つ
、
見
学
会
・
説
明
会
等
を
通
じ

た
関
係
機
関
の
皆
様
と
の
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
印
旛
沼
土
地
改
良
区

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
組
合
員
の

皆
様
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
国
内
農
業
の
取
り
巻
く

環
境
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
、
昨
今
の
米
価
の
低
迷

等
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
当
地
域

で
の
営
農
継
続
や
土
地
改
良
区
の

安
定
し
た
運
営
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
農
林
水

産
省
は
、
耕
作
者
を
失
っ
た
農
地

が
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
地
域
の
農
地
利
用
の
将
来
像

を
描
く
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
地

域
計
画
）」
を
策
定
す
る
よ
う
促

し
て
お
り
、
こ
れ
は
近
々
法
定
化

さ
れ
る
見
込
み
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
市
町
村

が
協
議
の
場
を
設
置
し
、
地
域
の

農
家
や
農
業
委
員
会
、
農
地
中
間

管
理
機
構
、
Ｊ
Ａ
、
土
地
改
良
区

な
ど
が
参
画
し
て
、
農
地
一
筆
毎

の
受
け
手
を
特
定
す
る
「
目
標
地

図
」
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
当
事
務
所
で
は
、
従
来
か
ら
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
の
農
業

生
産
が
維
持
発
展
す
る
よ
う
、
農

地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
担
い
手

へ
の
利
用
集
積
及
び
飼
料
用
米
や

高
収
益
作
物
の
導
入
等
を
推
進
し

て
お
り
、
既
に
印
旛
沼
土
地
改
良

区
の
中
で
関
心
を
示
さ
れ
た
支
区

で
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成

に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
図

面
の
作
成
等
に
取
り
掛
か
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
農
業
農
村
整
備
の
推
進
に
は
、

前
述
の
対
策
等
に
よ
る
地
域
の
将

来
を
見
据
え
た
営
農
体
制
の
強
化

も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
印
旛
沼

土
地
改
良
区
の
益
々
の
御
発
展
と

組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。
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農地転用される方へ
・土地改良区内の農地を農地以外に転用をする場合には改良区への「届出」が必要です。また、「地区除外決
済金」が掛かります。

　「届出」とは、土地改良区域内の農地（田・畑）を農地以外のものに転用される場合に届出を必要とします。
・「地区除外決済金」とは、その農地に投資した土地改良資金の借入金の残額や、今後必要とされる維持管理

費等を納めて頂くものです。
　農地が転用によって減少すると、残った農地に対する負担の過重が大きくなることから、農家負担の公平を
図るため土地改良法第42条２項の規定により決済金を納めて頂くことになっています。

・また、市街化区域内の農地の転用や、公共事業用地として買収された場合においても同じく届出及び決済が
必要になります。

　手続きしませんといつまでも、賦課され続けますのでご注意下さい！

こんな時は、 土地改良区への届けが必要です。

【お問い合わせ先 　印旛沼土地改良区　総務課　043-484-1155】

◎ 組合員の資格変更について

　● 組合員が亡くなられたり、住所や登録組合員名を変更する場合
　● 農地の売買、貸し借り、贈与、交換等で変更があった場合
　● 農業者年金を受ける等により経営移譲した場合

土地改良区へ 組合員資格得喪通知書 の提出が必要
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賦 課 金 納 入 の お 知らせ賦 課 金 納 入 の お 知らせ

令和４年度　経常費・維持管理費の賦課金単価 (10ａ当り）   （単位：円／10ａ当）

賦　課　種　別 単　価 　支　　区　　名　 単　価 　支　　区　　名　 単　価

１． 経 常 費 賦 課 金 3,950 ⑥ 高 崎 川 支 区 4,600 ⑪ 酒 々 井 支 区 5,500

２． 維持管理費賦課金 （支区別単価） ⑦ 埜 原 支 区 3,500 ⑫ 布 鎌 支 区 3,500

① 八 千 代 支 区 4,200 ⑧ 印旛沼北部支区 3,100 ⑬ 鹿島川上流支区 6,500

② 佐 倉 西 部 支 区 5,000 ⑨ 佐 倉 北 部 支 区 4,000 ⑭ 印旛沼東部支区 3,800

③ 一本松用水支区 5,500 ⑩ 中 央 支 区 3,500

④ 平 戸 支 区 7,000 【備考】　・本表は甲地区単価を掲載 （乙地区は経常費1,316円） 

　　　　・畑は経常賦課金・維持管理賦課金とも１/３⑤ 神 崎 川 支 区 4,000

令和４年度より口座振替による賦課金の徴収がスタートいたします！

◆�令和４年度より賦課徴収業務は、会計課から総務課へお引越しいたしました。納入通知書や賦課金のお問
い合わせは会計課へと記載しておりますが、お問い合わせの際は『総務課』へお願いいたします。
　ご面倒をおかけいたしますが、何卒宜しくお願い致します。

◆�口座振替依頼書は印旛沼土地改良区HPよりダウンロード頂くか、総務課までお問い合わせください。随時、申込

案内を送付致します。（令和４年度は申込されていない組合員に配布を行っております。）

★口座振替を申込まれた方は、令和４年６月６日に指定口座より振替ますので、残高不足にならぬよう前日までにご準備願います。

　①　口座振替を申し込まれた組合員さんの通知書は こちら

賦課金は納期までに納入下さい

◆３月２９日に開催された通常総代会におきまして、本年度の賦課金及び徴収期日が下表のとおり確定いたしました。

　賦課金は、皆さんの組織である土地改良区運営の根幹を成すもので、円滑な事業の実施に必要な財源であります。

 　別掲の賦課金納入状況のとおり、令和２年度賦課金（経常費・維持管理費）の収納率は、分区役員さんをはじめ組合員皆さ

まのご理解により９９％以上の徴収率となっております。

 　賦課金が納期内に納入されることにより、施設の維持管理ほか予算に基づく執行が可能となりますので、ご理解ご協力をい

ただき納入期限までの納入を宜しくお願いいたします。

令和４年度　賦課金の賦課期日及び納入期限、口座振替日

　 賦 課 種 別 　 　 賦 課 期 日 　 　 納 入 期 限 　 　口座振替日　 付　　　記

１．経 常 費 賦 課 金
令和4年4月22日 令和4年6月6日 令和4年6月6日 上記単価により地積割に賦課

２．維持管理費賦課金

３．農林漁業資金等償還金 令和4年10月3日 令和4年10月31日 令和4年11月7日 農業基盤整備促進事業　大竹地区、葉崎地区

４．その他、　特別賦課金 賦課徴収の必要が生じた場合は、総代会で定める。
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◆従来通り、指定されている農協または改良区窓口でのお支払いのみになります。

◆郵便局・コンビニエンスストアまたは改良区窓口のみのお支払いになります。

　　　②　口座振替を申し込まれていない組合員さんで、役員さんより受け取る通知書は こちら

　　③　口座振替を申し込まれていない組合員さんで、郵便で受け取る通知書は こちら

賦課金（経常費・維持管理費）の主な使途について

納期内に納入されない方には・・・・・・

◆賦課金は、経常費と維持管理費に分けられて使われております。
①経常費は、主に事務費、組織運営費などに使われております。
②維持管理費は、主に修繕費・電気料・委託費などに使われております。

◆納期内に納入されない方に対しては、「督促状」を発行し早期の納入をお願いしております。
督促状が発行されますと、定款規約の規程により過怠金として「督促手数料及び延滞金（年１４．６％）」が加算されますの
で、必ず納期内の納入をお願いいたします。また、督促状を発しても納入されない方に対しては、土地改良法第３９条（財産
差押）の処分対象者として手続きを開始しますのでご留意願います。



令和２年度　会計別決算の状況

令和２年度　財 産 目 録

令和４年５月１日発行 印 旛 沼 土 地 改 良 区 だ よ り  第 74 号 （8)

令 和 ２ 年 度 　 一 般 会 計 と 維 持 管 理 事 業 特 別 会 計令 和 ２ 年 度 　 一 般 会 計 と 維 持 管 理 事 業 特 別 会 計

賦課金はこのように使われました
○令和2年度における一般会計と維持管理事業会計の決算額を合わせ記しました。
※ 土地改良区の会計は、一般会計で維持管理事業特別会計（印旛沼土地改良区では　特別会計を設け執

行）を展開することが一般的なため、このような記載をしております。また、一般会計内で利水・排水
管理費及び利用調整など受益地共通の維持管理事業を執行しているため、施設管理にどの程度の資金が
必要かを知るため収支とも性質により「事務費」「維持管理費」に分類し調製いたしました。

○総収入額� １‚１９５,５６２,０９６円
事 務 性 質 費 295,693,200円
維持管理性質費 877,892,566円
会 計 通 過 金 21,976,330円

※上記に含まれる前年度繰越金の合計は

５０９‚０９８‚４２５円

事 務 性 質 扱 21,090,556円

維 持 管 理 性 質 扱 488,007,869円

グラフ上の収入額

総収入額から、前年度繰越金を除し収入額と

すれば686,463,671円となり、更に性質別に分

類すれば以下となります。

事 務 性 質 費 274,602,644円

維 持 管 理 性 質 費 389,884,697円

会 計 通 過 金 21,976,330円

○総支出額（支出済額）
６３４，５９０，５９６円

事 務 性 質 費 174,794,172円
維持管理性質費 437,658,569円
会 計 通 過 金 21,976,330円
※�印旛沼土地改良区規約第42条に基づき翌年度の

収入に編入される金額の合計は、

５６０，９７１，５００円

事 務 性 質 扱 31,733,708円

維 持 管 理 性 質 扱 529,237,792円

(施設改修引当金を含む)

○　以上、収支決算の状況から、収入した額（除く繰越金）で考察すれば事務性質扱いで収入した274,602,644円に対し、その支出は174,794,172
円で一方の維持管理性質扱いは、収入で389,884,697円、支出で437,658,569円となり不足が生じています。
　各々過不足にあっては、利水・排水管理及び利用調整など受益地共通の維持管理事業を「共通維持管理費」と称し、一般会計で執行することに
より調製され相互補完することで成り立っています。

（単位：円）

会　　　計　　　名 収　　入 支　　出 繰　越　額
1 一 般 会 計 354,011,341 322,277,633 31,733,708
2 維 持 管 理 支 区 特 別 会 計 841,550,755 312,312,963 529,237,792

小 計 1,195,562,096 634,590,596 560,971,500
3 国営造成施設管理体制整備促進事業 28,150,000 28,150,000 0
4 団 体 営 土 地 改 良 事 業 24,875,800 24,875,800 0
5 維 持 管 理 適 正 化 事 業 1,572,000 1,572,000 0
6 維 持 管 理 費 負 担 軽 減 対 策 事 業 56,072,300 4,875,900 51,196,400
7 県 管 理 他 機 場 操 作 関 係 等 76,877,772 48,555,924 28,321,848
8 維 持 管 理 強 化 事 業 174,887,819 7,159,200 167,728,619
9 多 面 的 機 能 支 払 促 進 400,000 400,000 0
10 農 林 漁 業 資 金 等 借 入 償 還 金 6,522,940 6,522,940 0
11 環 境 保 全 対 策 調 査 事 業 28,823,244 0 28,823,244
12 災 害 関 連 事 業 23,866,151 7,520,700 16,345,451
13 そ の 他 諸 事 業 特 別 会 計 7,088,704 0 7,088,704
14 消 費 税 納 税 引 当 金 6,753,045 2,979,719 3,773,326
15 地 区 除 外 ・ 開 発 行 為 49,894,606 24,981,115 24,913,491
16 備 荒 積 立 金 等 4,631,821,485 83,617,714 4,548,203,771 

小 計 5,117,605,866 241,211,012 4,876,394,854 
17 基 本 財 産 195,866,428 377,076 195,489,352 

合 計 6,509,034,390 876,178,684 5,632,855,706

（単位：円）

資　産　の　部 5,947,029,774 負　債　の　部 4,641,116,941
1.流動資産 5,688,177,767 1.長期負債 104,132,020
（1）現 金 及 び 預 金 947,264,864 （1）農 林 漁 業 資 金 等 104,132,020
（2）未 収 金 8,438,630 （2）管 内 金 融 機 関 等 0
（3）特 定 資 産 4,536,984,921 （3）国 営 事 業 負 担 金 0
（4）基 本 財 産 195,489,352
2.固定資産 258,852,007 2.短期負債 4,536,984,921
（1）土 地 （ 事 務 所 用 地 ） 37,400,000 （1）前 受 金 0
（2）建 物 ・ 設 備 177,848,524 （2）未 払 金 0
（3）機 械 ・ 器 具 16,327,025 （3）見 返 り 預 金 4,536,984,921
（4）備 品 27,276,458 

受託事業収入受託事業収入
1.6%1.6%諸収入

1.5%

負担金
8.1%

補助金補助金
2.3%2.3%

使用料・使用料・
手数料手数料
　3.6%　3.6%

組合費組合費
　67.0%　67.0%

補助金 0.5％補助金 0.5％

諸収入 1.1%諸収入 1.1%

受託事業収入 受託事業収入 
0.1％0.1％

繰入金 12.4%繰入金 12.4%

繰入金繰入金
15.9%15.9%

組合費組合費
  85.7%  85.7%

使用料・使用料・
手数料手数料
　0.2%　0.2%

事務性質費
40.00%

274,602,644円

その他（会計通過金)
3.20% その他（会計通過金)

3.49%

維持管理性質費
56.80%

389,884,697円

収 入 額
686,463,671円

 （除：繰越金） 

支 出 額
634,590,596円

 （除：予備費） 

事務性質費
27.54%

174,794,172円

維持管理性質費
68.97%

437,658,569円

諸支出金諸支出金
14.6%14.6%

交付金交付金
4.1%4.1%

修繕・修繕・
保全費保全費
　16.3%　16.3% 電気料電気料

　18.6%　18.6%

諸支出金諸支出金
　10.1%　10.1%

人件費人件費
4.3%4.3%

総代・役員費 9.8%総代・役員費 9.8%

分担金・分担金・
負担金負担金
　0.7％　0.7％

分担金・分担金・
負担金負担金
21.4%21.4%

職員費職員費
　41.0%　41.0%

 職員費 職員費
15.5%15.5%

事務費事務費
　38.4%　38.4%

諸費諸費
5.2%5.2%
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〇 新たな土地改良区会計基準に対応する為、 令和４年度会計より 事業会計、支区会計、積立金会計を一

般会計に統合しました 。

　 また、単式簿記による会計処理が令和４年度から複式簿記に移行し財務諸表の作成、公表が義務化さ

れました。今後も適正な会計処理に努めて参ります。

令和４年度　一般会計収支予算について

令和４年度　科目別予算状況

令和２年度　賦課金納入状況

収入の部 支出の部 （単位 ： 円）

科　　　目 本年度予算額 科　　　目 本年度予算額

　土地改良事業収入 517,939,917 　土地改良事業費支出 475,038,202

　附帯事業収入 7,610,000 　附帯事業費支出 1,500,000

　基本財産運用収入 737,600 　一般管理費支出 192,727,512

　特定資産運用収入 20,780,000 　土地改良事業負担金支出 74,727,415

　補助金等収入 42,910,000 　借入金返済支出 6,903,666

　交付金収入 0 　固定資産取得支出 15,000,000

　寄付金収入 0 　支払換地清算金支出 0

　業務受託料収入 48,845,760 　基本財産積立支出 0

　雑収入 2,494,000 　特定資産積立支出 52,094,498

　借入金収入 5,200,000 　雑支出 22,702,640

　基本財産取崩収入 397,600 　その他繰出金 167,608,607

　特定資産取崩収入 52,969,772 　繰越金 5,268,226,207

　固定資産売却収入 0 　予備費 292,925,137

　徴収換地精算金収入 0

　その他繰入金 145,789,463

　繰越金 5,723,779,772

計 6,569,453,884 計 6,569,453,884

 （単位 ： 円）

賦　課　金　の　種　別 調　定　額 納入済額 徴収率 徴収未済額

1 経 常 賦 課 金 236,262,890 235,446,700 99.65% 816,190

2 維 持 管 理 費 262,129,500 261,230,846 99.65% 898,654 

3 団 体 営 事 業 借 入 償 還 金 6,128,110 6,128,110 100.00% 0 
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事業名
地　区　名

（関係支区名）
工期

全　　　　体 令和３年度事業 令和４年度事業（予定） 備　　考
（負担割合）事　業　量 事業費 事　業　量 事業費 事　業　量 事業費

国営かんがい

排 水 事 業

印旛沼二期地区

成田市、佐倉市

八千代市、印西市

酒々井町、栄町

H22

～

R6

(R9)

揚水機場　 Ｎ=3箇所

用排水機場 Ｎ=3箇所

幹線用水路 Ｌ=1.2km

幹線排水路 Ｌ=1.1km

支線用水路 Ｌ=51.7km

受益面積　 Ａ=5,002ha

43,600,000

埜原機場工事

埜原幹線・支線用水路工事

一本松師戸用水管工事

旧施設撤去工事

宗吾西低地排水路工事

北調低地排水路工事

調査測量設計一式

2,250,000

埜原機場工事

埜原幹線・支線用水路工事

一本松機場工事

一本松師戸用水管工事

北調低地排水路工事

白山支線用水路管充填そ

の他工事

調査測量設計一式

2,692,000

国66.6%、県25%、

地元8.4%

（地元負担の内訳）

用水： 関係市町6.0%、

農家2.4%

排水： 関係市町8.4%、

農家0%

県 営 農 業 競

争 力 強 化 基

盤 整 備 事 業

埜　原

（埜　原）

H27

～

R6

排水機場　 Ｎ=1箇所

排水路工　 Ｌ=2,425m
1,584,400

埜原機場工事

調査設計一式
223,115

埜原機場工事

測量業務一式
295,296

国50％、県25％、

市25％

県 営 基 幹

水 利 施 設

ストックマネ

ジメント事業

弥富川

（鹿島川上流）

H28

～

R6

排水路護岸工 Ｌ=1,450m 519,050
排水路護岸工事

調査設計一式
100,000

排水路護岸工事

調査設計一式
100,000

国50％、県25％、

市25％

国営造成施設

管 理 体 制

整備促進事業

(管理体制整備型)

[令和３年度より

強化支援費は、

水利施設管理強

化事業へ移行 ]

印旛沼

【第１期】

H12～H16

【第２期】

H17～H21

【第３期】

H22～H29

【第４期】

H30～R4

【第１・２期】

電力料・整備補修費他一

式・安全管理

【第３期】

電気料・整備補修費他一

式・安全管理

【第４期】

電気料・整備補修費他一

式・

【第１期】

180,430

【第２期】

186,300

【第３期】

231,607

【第４期】

140,750

【第４期】

電力料、整備補修費他一

式

28,150

【第４期】

電力料、整備補修費他一式

[令和３年度より強化支

援費は、水利施設管理強

化事業へ移行]

27,900

【補助金】

農業外効果にかかる補

助金

　全体経費の37.5％以内

国50％、市町50％

計画更新活動、推進活動

一式
250 国50％、県50％

高 濃 度 PCB

廃 棄 物

処 理 事 業

印旛沼 R3

運搬及び処理　32件

コンデンサ・変圧器補修

一式

4,008.8

運搬及び処理　32件

コンデンサ・変圧器補修

一式

4,008.8 令和３年度完了 ―

運搬費： 国 一部税抜

き×70%

処理費：改良区100％

１．国営・県営・団体営・非補助事業� （事務費除き　単位：千円）

用排水施設の安全対策について用排水施設の安全対策について

　４月から８月まで農業用水期となり、半年以上休止していた用水

機場が一斉に稼働し始めます。これまで水が流れていなかった用排

水路や堰などでは、水の量や勢いが増してきます。

　大雨時に農家の方々が見廻り作業する場合も注意いただきたいと

ころですが、特に子供が水に親しむ季節となり興味を引く場所とな

ります。

　改良区では基幹施設保全管理業務として、管内小中学校の児童生

徒に向け安全啓発用の物資を作製し配布しています。

　夏休みに入ると水路等での事故が毎年報道されます。

　付近で遊んでいたり、危険な場所で釣りなどしている子供たちを

見かけたら、注意を促してあげて下さい。

令和３年度　土地改良事業の概要

〇 平成27年度から「法に基づく制度」として実施された「多面的機能支払交付金制度」について、既に農地水保全管理交付

金制度から実施している地区も含め、改良区管内で多数の地区で実施されております。

〇 改良区では新規地区を対象に、交付金が交付されるまでの期間１地区当たり１５万円を目安に(総額１５０万円)無利子で

貸付け、活動組織が交付金受領後に償還いただくよう、予算計上されています。

多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 制 度 実 施 状 況


